
【 ル ワ ン ダ ― ブ ル ン ジ 東 奔 ⻄ ⾛ 】

７月に日本からルワンダに戻り、ほっとする間もな

くブルンジへ。前号で知らせたとおり、ブルンジで義

肢 製作 所を 開くた め で あ る 。 ⾶ ⾏ 機 で ⾶ べ ば 、 わ ず か

30 分 。 で も ⾶ ⾏ 機 代 が も っ た い な いし、 運ば な く て

は いけ な い荷物 も た くさ ん あ る の で 、 ⾞ で 出 発 。 久 し

ぶりの陸路での国境越え。不思議なのは、国境を越え

て しまう と 、 同 じ よ う な 景 ⾊ が な ぜ か 違っ て ⾒ え て し

まう こ と 。 道中 、 串 焼きの ⾁ を 買っ た り 、 景 ⾊ を 楽 し

みながら、夕方には首都ブジュンブラへ。

ルワンダの時もそうだったが、まずやることは書類

の手続き。NGOの承認は得られたので、今は政府とパ

ートナーシップを結ぶ交渉中。同時に障害者に対する

聞き取り調査。前日にアナウンスをしたにもかかわら

ず、たくさんの障害者が集まった。ほとんどの人は義

足も装具も身につけていない。杖を持っている人もご

く少数だ。 松葉杖 を 使 っ て 歩 い て い る 男 性 の ⼿ の

ひらにはごっついタコができている。

聞けばブルンジでも義足を作っている場所はあるという。

しかしほとんど機能しておらず、どうも開店休業のよう

だ 。 た だ ⼀ ⼈ 義 ⾜ を 履 い て い る 男 性 の ⾜ を ⾒ せ て も ら っ

たら、肝心の義足を支えるためのベルトがなく、手でお

さえながら歩いている。これでは義足の意味がない。集

まった障害者を前に、今後の方針を伝えるガテラ。ルワ

ンダで活動を続けて感じたのは、NGO は 政 府 の 協 ⼒ な し

には進めていくことができないということ。単純に義足

を作っていくことはできる。でもその活動を政府に伝え

ないことには、いつまでたっても障害者の問題は理解し

てもらえない。と言うことは、NGOがいくら活動を続け

て い て も 、 そ の 存 在 を 知 ら れ ず 、 政 府 か ら の 協 ⼒ を 受 け

ることができない。現在ワンラブの活動は人々の善意か

ら 成 り ⽴ っ て い る 。 で も いつ まで も 第 三 者 の 寄 付 を も ら

い続けることは難しい。だから実際にその問題を抱えて

いる 政 府 か ら の 協 ⼒ が 必 要と な っ て く る 。 ⾃ 分 た ち を ア

ピ ー ル す る こ と の ⼤ 切 さ を 、 ル ワ ン ダ で い や と ⾔ う ほ ど

教わった。

前号のワンラブ通信発送作業の日、激しい腰痛に襲われ、急遽病院に 駆け込ん だ 私 。 年 齢を 無 視して ⾛ り まわ っ

たのが悪かったのか…。日本のみんなに心配をかけつつ、杖をつきながらルワンダへ戻った。びっくりしたのは一

足先に帰ったガテラ。しかし仕事の山を前に、腰痛も吹っ飛んでしまった!! さぁ、これからは重たいものは若い衆

に持たせて、私は楽をするぞ！



障害 者 ⾃ ⾝ に ブ ル ン ジ の 福 祉 を 扱 っ て い る 省 庁 に

⾜ を 運ば せ 、 問題を 訴えさ せ る 、 そ して 私 た ち は 実 ⼒

を ⾒ て も ら う た め に 、 何 ⼈ か の 義 肢 装具を 製作 す る 。

そういう方針に決定した。ブルンジでの活動の場所は、

町からもさほど遠くない一軒家。ここを事務所と義肢

製作所プラス住居として改造した。

さらに日本で研修をした義肢装具士エマーブルと

パトリックをキガリから呼び寄せ、早速 10 人の障害

者 の 型 取 り 作 業。⼀ ⼈ は 明 ⽇ 商 売 で ド バ イ に ⾏ くの で 、

早くやってくれと

言うおじさん。あ

まりの体格の良さ

に、二人がかりで

型を取る。その他、

ポ リ オ で 両 ⾜ が 不

⾃ 由 な 学 ⽣ 、 お ⺟

さんに連れてこら

れ た ⼥の ⼦ 、 ⼀

本足で畑を耕してい

るというおじいさんは、膝をついて作業をするため、

その膝が石のように硬くなっている。

型 も 取 り 終 り 、 ⼀ 通り の 事 務 作 業も 終 え 、 ⼀ ⾏ は ル ワ

ンダへ戻る。ブルンジにはまだ十分な資機材が揃って

いないため、主な製作はルワンダで ⾏ う 。 ⾔ っ て み れ

ば、これは国境を越えた巡回診療のような感じ。いず

れ少しずつ機械や道具をそろえるにしても、今はしば

らくこの形をとることになりそう。

ルワンダで一気に義足を作り、10 日後にはまたブ

ル ン ジ へ 仮 合 わ せ に 戻 る 。 初 め て の 義 ⾜ を 履 いた お じ

さんは緊張した面持ち。その点、子供はすぐに慣れひ

ょこひょこ歩いている。義肢装具士たちに作業を任せ、

ガテラと私は政府との交渉。こちらはなかなか思った

ように進んでい

かない…。

仮合わせが

終わると、また

ルワンダ、そし

て義足をきれい

に仕上げてブル

ンジへ。まった

くもって忙しい

毎日である。

この号が出

ている頃には、

正式な義肢製作

所の開所式が終

わっている頃で

ある。その時に

は 、 義 ⾜ を 履 いた 障害 者 た ち が 元 気 に 政 府 の ⼈ の 前に

姿を現すことだろう。果たしてブルンジでのデビュー

は如何に？

さてそのブルンジはルワンダと同じような問題を抱

え て い る 。 植 ⺠地 時 代 に ⺠族 を 分 けら れ 、 今 も な お 対⽴

が続いている。ルワンダの場合、虐殺は 59 年から続い

ていたものの、94 年 に ⼀ 気 に 全 ⼟ に 広 が り ⼤ 量の 死 者

が 出 た た め 、 世 界 が 注 ⽬ し、 援 助 な ど が ⼤ 々 的 に ⾏ な わ

れ現在の発展につながってきているが、ブルンジの場合、

ルワンダと同じ頃に虐殺が始まったにも関わらず、どれ

もが小規模のため、メディアに取り上げられにくく、そ

れ故世界からの支援も遅れている。

実際に私たちがブジュンブラ（首都）郊外の食堂で夕

方涼んでいたある日も、空を砲弾が飛び交っていた。次

の日のニュースでは、政府の要人の家が狙われ、焼き払

われてしまったと伝えていた。

人々はそんな中でも生活をしていかなくてはいけな

い。しかしブルンジの人は、そんなニュースを聞くこと

にも慣れてしまったような気配さえある。

集まっ た 障害 者 に 話を 聞い て み る と 、 切 断 した ⼈ の 多

くは地雷による被害のようだった。せっかくあるのに機

能して い な い義 肢 製作 所。 障害 者 た ち は ⼝ 々 に 不 満 を 述

べ て いた 。 こ れ か ら が ワ ン ラ ブ の 腕の ⾒ せ 所で あ る 。

ガ テ ラ は 若い頃、 ブ ル ン ジ で ⽣ 活 を して いた 。 ル ワ ン

ダ の ⺠族 差 別が 激 しか っ た た め 、 ブ ル ン ジ に 避難して い

たという。だから知り合いも非常に多い。この両国は元

は ⼀ つ の 国で 、 兄 弟 の よ う な 国。 ほ ぼ 同 じ ⾔ 葉 を 話す 。

ガテラはそこでの生活を知っているから、同じように障

害を持つ人たちのことを無視できないのかもしれない。

ワ ン ラ ブ が ど こ まで 彼 ら の ⼒ に な れ る か わ か ら な いけれ

ど、また新たな挑戦として、ブルンジでも進んでいきた

いと思う。

日本でワンラブを支援してくださっている皆さま、ル

ワ ン ダ の 隣の 国ブ ル ン ジ の 障害 者 た ち が ⾃ 分 た ち の ⾜ で

歩 い て いくた め に は 、 皆 さまの ご 協 ⼒ が 必 要で す 。

よろしくお願い致します。

型を取る、エマーブルとパトリック

集まった人に説明するガテラ

手に出来た大きなマメ



【アビリンピックに向けて】

前号でお伝えしたように、11月14日から18日ま

で、静岡で障害者の技能を競い合うアビリンピックが

開催されます。これは世界的な大会なのですが、私た

ちもその存在を今年になって知りました。その話を聞

いて、2000 年のパラリンピックの思い出が蘇ってき

たのは言うまでもない。ルワンダの障害者に世界を知

ってほしい。アビリンピックも絶好のチャンスである。

義肢製作の種目もあったのですが、現在私たちがル

ワ ン ダ で 使 っ て い る 材 料 と ⽇ 本 で 使 っ て いる 材 料 が 違

う た め 、 練 習 も な しに 突 然 ⽇ 本 の 材 料 を 使 っ て 競 技 に

参 加す る こ と は 不 可 能と 判 断 し、 代 わ り に 注 ⽬ した の

は 、 ル ワ ン ダ で 頑張 っ て い る ⼥性 た ち 。 いろ い ろ な こ

と が 原 因 で ⾃ ⽴ しな く て は いけ な い⼥性 が た くさ ん い

ます 。 そ の 中 に は 障害 を 負っ た ⼥性 も います 。 彼 ⼥た

ちは組織を作り、ルワンダの手工芸品を作って販売し

ています。たくさんの種目がある中、私たちが選んだ

の は「 刺 繍」。 彼 ⼥た ち が 作 っ ている手工芸の中にも素

敵なデザインのものがたくさんあります。

参 加を す る の は ポ リ オ で 両 ⾜ が 不 ⾃ 由 な 恰 幅 の 良

い お ⺟ さ ん 。 私 が ⼯ 房 を 訪ねた 時 も 笑 顔で 迎え て くれ

ました。緊張をしていたのか、思ったよりも無口。そ

の 時 は ⽇ 本 に 持 っ て いくポ ス ト カ ー ド を 探 しに ⾏ っ た

のですが、たくさんあってどれにしようか迷ってしま

う。しかもきちんと並べられていないので、デザイン

が あ ち こ ち に 混 ざ っ て しまっ て いる 。 不 ⾃ 由 な ⾜ と 重

たい体を折り曲げて、奥の方に隠れてしまっているカ

ードを引っ張り出してきてくれた。

ルワンダの国外 に は 出 た こ と が な い と いう 。⾶ ⾏ 機 に

乗ることも不安があるよう。まだ実感がないのか、アビ

リンピックの話をしても他の世界のことのように話を聞

いている。アビリンピックには何カ国が参加することに

な る の か な ？ 彼 ⼥は 参 加す る ⼈ た ち の 中 か ら 友 達を 作 る

ことができるかしら？たくさんのことを得てルワンダに

戻 っ て ほ しい。そ して ⽇ 本 の 良い所を ⾒ て い っ て ほ しい。

そ こ で 皆 さ ん に お 願いで す 。ワ ン ラ ブ で は 彼 ⼥の 参 加

の た め の 費⽤ を 集め て います 。 ぜ ひ ご 協 ⼒ くだ さい

〜 ・ 〜 具体 的 に 彼 ⼥の 参 加に かか る 費⽤ は 〜 ・ 〜

航空券（キガリ―東京往復）：約25万円

宿泊費：約10万円

移動費：約10万円

滞在費や来日にかかる費用など：約12万円

合計：57万円

彼 ⼥が ⽇ 本 に や っ て くる 時 、 彼 ⼥の ⼯ 房 で 作 っ て い る

手工芸も一緒に持ってきて、アビリンピックの期間中展

示をしようと思っています。もちろんそれらは販売を目

的 と して 。 収 ⼊ は 彼 ⼥の 組織 と ワ ン ラ ブ へ 。 次 の ス テ ッ

プにつながるように。

その工房で作られている手工芸は素晴らしいものが

たくさんありますが、ルワンダ国内で販売されているた

め 、 良さ が 世 界 に 広 が っ て いませ ん 。 ぜ ひ ⽇ 本 の ⼈ た ち

に そ の 作 品 を ⾒ て も ら っ て 、 こ れ か ら の 彼 ⼥た ち の 収 ⼊

につながっていければと思います。

ア ビ リ ン ピ ッ ク は 静岡 で 開催 。 作 品 の 展 ⽰ も 静岡 で ⾏

う予定です。現在場所を探し中。場所と開催期間が決ま

ったら、すぐにHPに載せますので、皆さんチェックし

て くだ さい。 皆 さまの ご 協 ⼒ を お 願いいた します 。

97 年 に 活 動 を 始 め て か ら 今 ⽇まで 、 お よ そ 5000 人

の人に義足や装具・杖などを渡すことができた。物乞い

ばかりしていた障害者たちが、何とか生きようとしてい

る 姿を ⾒ る こ と は 私 の 喜 び に も つ な が る 。 で も も ち ろ ん

喜びの中には、悲しみもある。どんなに自分たちが頑張

っ て も 、 ⾃ ⽴ を しよ う と しな い障害 者 が いる こ と も 確 か

で あ る 。 で も 私 た ち は こ れ か ら も 彼 ら の ⾃ ⽴ を ⽬ 指 し

て、共に歩んでいこうと思う。

ここまで来るにはたくさんの人たちの支援があった。

⼀ 度 も 会 っ た こ と が な い の に 、 陰からワンラブを支えて

くれている人たち。本当にありがとう。

これから 10 年、20 年と経ち、ルワンダはどのよう

に変わっていくのか？そしてその時、自分たちはどう変

わっているのか？たった一つ願うことは、この先ルワン

ダが、そして世界が平和であるように。私たちがワンラ

ブランドに植えた木のように、まっすぐと上に向かって

のびていきたい。

そんなことを考えていると、みんなに支えられながら

生きてきた 10 年間が無駄ではなく、年をとることが決

していやではないと、鏡に映る自分の白くなってきたひ

げ を ⾒ て 思 う の で あ る 。

白いひげの意味するものは？

ガテラが考えていること

ルワンダで義足を作り始めて、あっという間に10
年 が 経 っ て しまっ た 。 気 が つ けば ⾃ 分 の ひ げ の 中 に も

白いものが混じっている。

大虐殺後、ルワンダはとても速いスピードで発展

を 遂げ て い る 。 他 の ど の 国を ⾒ て も 、 ル ワ ン ダ の よ う

な ス ピ ー ド で ⺠族 の 和 解と 発 展 を 遂げ て い る 国は な

い。それは自分たちの誇りである。

紛争のため国に帰ることができなかったから、ず

っ と 帰 り た いと 思 い 続 け て きた 。 国に 戻 っ た ら 役 に ⽴

つことをしたいと思った。私は小さい頃から障害を持

っていたので、ベルギーから来たカトリックの神父さ

んが開いた障害者の施設で育ってきた。その神父さん

はいつも言っていた。『私がしてきたことを、私に感

謝する必要はない。困っている人がいたら、その人の

ためにその気持ちを使いなさい』と。そして今、その

時が来ていると思っている。



ワンラブ通信を通して、患者さんの紹介をしま

す。今月は懐かしい 97 年 に 来 た 第 ⼀ 号 の 患 者 さ

んです。

彼の名前はフェリックス。セメント工場で運転手とし

て働いていました。しかし配達の途中、運悪く地雷を踏

ん で しまい、 両 ⾜ を 切 断 。 最 初 か ら 難しい義 ⾜ の 製作 で

す。97 年 の 開所当 時 は まだ ⼗ 分 な 材 料 が あ り ませ ん 。

でも最初の患者さんとあって、義肢装具士たち（当時私

を含め3名）は張り切っています。合成樹脂を使った義

足を作ることに決定しました。でも途中、ケニアで買っ

てきた樹脂が固まらず、作業が停滞。何しろ初患者なの

で 、 少 な く と も 私 の 頭の 中 は まる っ きり 応 ⽤ が 利 か な

い。パニック状態である。キガリの街中を探し回り、や

っ と 材 料 を ⾒ つ けた ！ 三 ⼈ 寄 れ ば ⽂ 殊 の 知 恵 。 何 と か ⼯

夫をし、義足を仕上げる。フェリックスは足をなくして、

もう数年が経っている ら しい。 ⽴ ち 上 が る と いう 感 覚を

忘れてしまっているという。さぁ、履いてみて。そう、

そ ん な 調⼦。 ⽴ ち 上 が ろ う と す る 。 で も 重⼼の 掛 け⽅ を

思 い 出 せ ず 、 倒 れ て しまう 。⼼配そ う に ⾒ 守 る お ⽗さ ん 。

で も ⼿ を 貸して は いけな い。 何 度 か 転び な が ら 、 ⽴ ち 上

が る 。 ⽴ ち 上 が っ た 時 に は 、 久 しぶ り の ⽬ 線の高い姿勢

に目まいがしたそうだ。そして歩く練習。ズボンのベル

トを 持 っ て も ら い 、 ⼀ 歩 ⼀ 歩 、 歩 き始 め る 。 ⻭ を くいし

ば っ て 。 義 ⾜ を 履 い て 初 め て 歩 い た 時 は 、 何 か ⼀ つ の こ

とを成し遂げたような気がすると感想を述べてくれた。

初 め て 親⽅ の ⼿ を 借 り ず 、⾃ 分 た ち で 作 っ た 義 ⾜ を 履

い て 歩 い て いる フ ェ リ ッ ク ス の 姿を ⾒ な が ら 、 思 わ ず 体

が熱くなった。嬉しい、でもこれはスタートに過ぎない。

嬉 しさ の 半 ⾯ 、 履 いた 義 ⾜ が ポ キ ッ と 折 れ て しまっ た ら

ど う しよ う と いう 不 安 。 ど ち ら か と ⾔ う と 、 不 安 の方が

多かったと記憶する。

この最初の義足を作った様子は、テレビのドキュメン

タ リ ー で も 紹 介 さ れ た 。 そ の 頃の 映 像 を ⾒ る と 、 若か っ

たガテラと私がいる。

その後、フェリックスは練習を重ね、杖をついて歩く

ことができるようになった。そして何年かのち、杖なし

で 歩 い て い る フ ェ リ ッ ク ス の 姿を 街で ⾒ か けた 。 あ の 時

私にいろいろなことを教えてくれたフェリックスは、き

っと今頃素敵なお父さんになっていることに違いない。

ワンラブの義肢装具士、 デ ィ ア ネ が 神奈 川 県 の 海外 技 術研 修 員 と して 来 ⽇しました 。

日本での様子をお伝えします。

８ ⽉ １ ５ ⽇ に 来 ⽇した デ ィ ア ネ 。 初 め て の ⾶ ⾏

機 、 初 め て の 海外 （ 隣国以 外 ） と あ っ て 、 本 ⼈ も 、 ⾒

送る側も、待つ側も、無事に日本に着けるのかが一番

気がかりでした。特に、ナイロビでは一泊して日本の

ビザを取らなければならず、治安の良くないナイロビ

で、ディアネが一人で大丈夫かみんな心配。親心から

「 現⾦ は ブ ラ ジ ャ ー の 中 に 隠しな さい」 と 伝 え、 そ ん

なこと出来ないと拒まれたとか・・。到着したディア

ネに聞くと、「とっても ⻑ い 旅 だ っ た 。 で も 、 何 事 も

なかったわ。ナイロビではよく寝られたわよ」いう答

え。たくましいです。

今回の研修先は、１６年度のセザールと１７年度のエマ

ー ブ レ が お 世 話に な っ た 、 平 井 義 肢 製作 所。 ⼯ 場 ⻑ と 初 め

てお会いした時には、「ルワンダで、セザールやエマーブレ

から、ちゃんと教わってきたか？」との質問に、「はい」と

答 え る 彼 ⼥。 こ の 研 修 に 出 会 う まで 、 ル ワ ン ダ の ス タ ッ フ

が日本で勉強できるなんて、誰も思っていませんでした。

それが、日本で研修を終えた二人が、ルワンダで指導した

ディアネが来日できるなんて！本当に、夢のような話です。

日本の食べ物についても、色々

教わってきているよう。すぐ出来

るヌードル（カップラーメンの事）

ナ マ の ⿂ （ 刺 ⾝ の 事 ） な ど な ど 。

特 に 刺 ⾝ は ル ワ ン ダ で 航空 券 を 受

け取 り に ⾏ っ た 際、 ア ジ ア の ⼈ が

⽣ ⿂ を ⾷ べ て い る テ レ ビ を ⾒ て 絶

句 … 。（ ル ワ ン ダ で は ⽣ ⿂ を ⾷ べ る

習慣はない）とにかく色んなもの

に挑戦してみてね。

９月まで日本語の特訓をうけ、

１０月からいよいよ義肢装具の勉

強に入ります。県庁訪問にて、神奈川県知事と（ディアネ前列右） ルワンダスタイルで登場、歓迎会にて
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みなさん、はじめまして！

４月から、キガリのワンラブでやっかいになっている森上

です。いい歳したおじさんですよー。

さて、ぼくと一緒にちょっと散歩に出かけませんか。

まずは、ワンラブから出て大きな道づたいに歩いてみ

ます 。 う へ え、 た くさ ん の ⾞ で す ねえ。 ほ と ん ど が ⽇ 本

⾞ で す ね。 あ 、 バ ス も ⾛ っ て ます よ 。 ほ ら 、 商 業⽤ の バ

ン を 改 造した ⾞ で す 。 何 ⼈ 乗っ て る ん で しょ う 。 １ ， ２ ，
３…、げげっ、なんと運転手入れて１９人ですよ。

向こうから小学生や中学生がやってきました。

「ボンジュール！」「ボンジュール！」

みんな元気にあいさつしてくれます。おっと、ハイタッ

チも出たか。あちゃあ、それ以上フランス語で話しかけ

られてもね、あとは「メルシー」ぐらいしか知らないん

だよね、ごめんね。

坂が多いので、排気ガスがひどいのが難点です。でこ

ぼこ道の方にそれてみましょう。下町（？）です。わあ、

２，３歳ぐらいのこどもたちがたくさん出てきました

よ。「なんて言ってるか」って？「ウムズーング」って

言ってます（複数だと、アバズーングになります）。白

人というような意味でしょうか。そういえば、ぼくが小

学 ⽣ ぐ ら いの 頃も 、 外 国⼈ を ⾒ か ける と 「 外 ⼈ だ 、 外 ⼈

だ！」と騒いでいましたっけ。でも、明らかにぼくたち

に向かって言ってますよね。ほら、手を振ってますよ。

こっちに向かって走ってきましたよ。あらら、転んじゃ

った。おーっとっと、溝に落っこちちゃったよ。それで

もまだ、「ウムズーング」って言ってるよ、強いね。

息をするのが惜しいくらい、ウムズングウムズングと

連呼してますね。念仏みたい。近づいてきましたよ。あ

ら、１ｍのところで止まっちゃったりして。恥ずかしが

り屋なんだね。おお、あなたは元気がいいな、いきなり

しがみついて来ちゃ

って。かーわいー。

はいはい、握手歓迎

ですよー。はい、君

もね。

「ウムズング！」

カチン。大人に言わ

れるとちょっとカチ

ンと来るなあ。いや、

親しみを持ってくれてるんだよ。

「ニーハオ！」カチン！！ いかんいかん、こういうと

きも笑顔で「こんにちは」と答えてあげましょう。

じ ゃ あ ね、 バ イ バ イ 。 あ の ⼦ た ち 、 ⾒ え な く な る まで 、

ウムズーングって叫んでますよ。

一緒に楽しい散歩をありがとうございました。では。

ワンラブにはたくさんのスタッフがいます。

義足を作っているスタッフはもちろん、それ以外

にもワンラブランド内で働いているルワンダの人たち。施

設を維持していくために、これらのスタッフを欠かすこと

はできません。皆さまからの支援は、彼らの生活を支える

ために使もわれています。

これらのスタッフの中で、一目おかれている存在。それ

はゲストハウスのお掃除や物品を管理しているママジャン

テ ィ 。 年 齢は ６ ２ 才。 ⼦ ど も が ９ ⼈ います 。 そ の う ち の ４
人は自分の子供ではありません。ルワンダの虐殺で家族を

失っ た ⼦ 供 た ち を 引 き取 っ て 、 ⼥⼿ ⼀ つ で あ る に も 関わ ら

ず 、 ⽴ 派に 育 て て います 。 今 年 に な っ て 実 の 息 ⼦さ ん の ⼀

人が結婚式を挙げました。ワンラブのボランティアスタッ

フ ⼆ ⼈ も 、 ル ワ ン ダ の ⺠族 ⾐ 装を 着て 参 加しました 。

虐殺のあった 94 年当時、彼 ⼥は ル ワ ン ダ に いました 。

危険にさらされながらも、生き延びる事のできた存在です。

彼 ⼥が な ぜ 、⼀ ⽬ お か れ て いる か ？ そ れ は 彼 ⼥の 厳 しさ。

年 配の ⼥性 な ら で は の 厳 しさで 、 ス タ ッ フ の 仕 事 ぶ り を 監

視しています。間違いがあった時は、必ずきちんと報告を

してくれます。ルワンダで 10 年間活動を続けているけれ

ど、私が未だに頭を悩ませていることがある。それはスタ

ッフが何かを壊してしまった時、あるいは何か間違いをし

てしまった時、みんながきちんと報告をしてくれないとい

うこと。一言○○を壊してしまった、ごめんなさいと言っ

てくれれば済むことなのに、それを言ってくれないからい

つも私は頭にきてしまう。でもママジャンティは必ずそれ

を ⾔ っ て く れ る 。 彼 ⼥と 話を して い て 、 時 々 息 ⼦さ ん の 話

になる。息子さんのしつけも厳しかったようだ。息子さん

は一時ワンラブで働いていた。最初はスコップを持って肉

体労働。そしてレストランで。とても素直に育っていて、

好 ⻘ 年 だ っ た 。 そ ん な 息 ⼦ さ ん が ⾃ 慢 の よ う で あ る 。 息 ⼦

さんの話をしている時のママジャンティは、どこか誇らし

げだ。

ママジャンティは時々体の不調を訴える。そろそろリタ

イヤを考えているらしい。でもママジャンティ、お願いだ

からもう少し、私たちと一緒にいてください。まだまだ頼

りにしたいことがたくさんあるのだから。
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【書き損じハガキありがとうございます！】

前回 の ワ ン ラ ブ 通信 で 、 書 き損 じ ハ ガ キ 、 未 使 ⽤ 切 ⼿ 、

未使用テレホンカードを募集したところ、たくさんの方

が ご 協 ⼒ 下 さいました 。 あ り が と う ご ざ いました 。 合 計

すると、約２０万円分にもなりました。正直なところ、

こんなに集まるとは、思っていなかったので、嬉しい悲

鳴。「⼀ つ ⼀ つ の ⼒ が 集まる と 、 ⼤ きな ⼒ に な る 」と実感

しました。

お家の中を探してくださった方、お友達に声をかけて下

さった方、コレクションをわけてくださった方、本当に

ありがとうございます。

そして、今回の通信発送には早速、沢山集まった切 ⼿

を使わせて頂きました。一つ一つ貼りながら、「こんなに

沢山の絵 柄 の 切 ⼿ が あ る な ん て 」、「 ⾃ 分 が ⽣ まれ る 前に

発 ⾏ さ れ た 切 ⼿ だ っ ！」と大騒ぎ。みなさんもワンラブ

通信 の 切 ⼿ を 、 楽 しん で くだ さいね。

７ ⽉ １ ⽇〜 ８ 月３１日までに届いたもの

書き損じハガキ ８６４枚

切 ⼿ ９６，２９４円分

テレホンカード １３４枚

合計 約１９３，６２４円分

ワンラブでは、これからも引き続き、書き損じハガキ、

未 使 ⽤ 切 ⼿ 、 未 使 ⽤ テ レ ホ ン カ ー ド を 募 集して います 。

送り先は、下記の茅ヶ崎事務所まで、よろしくお願い致

します！！

※ 使 ⽤ 済 み 切 ⼿ 、使 ⽤ 済 み テ レ ホ ン カ ー ド は 現在 集め

ておりません。ご注意ください。

【お話させて頂く場所を探しています】

１０月にガテラ・真美が帰国します。そこで、ワンラ

ブの活動を多くの人に知ってもらうため、活動について

話をさせていただける場所を探しています。学校の授業

や団体の集まりなどに、講師として呼んでください。ス

ライドなどを使って、ルワンダやワンラブのことをお話

しさせていただきます。ぜひルワンダからの生の声を聞

いてください。詳細は下記、茅ヶ崎事務所までお問い合

わせください。

【日本でのイベント参加のお知らせ】

下記のイベントに参加します。義足の展示や、ルワン

ダ 製品 の 販売 を ⾏ う 予 定 で す 。 お 近くの か た 、 是 ⾮ お 出

かけください。お待ちしております！！

グローバルフェスタJAPAN2007
１０月６日（土曜日）・７日（日曜日）

時間：10:00〜 17:00
場 所： ⽇ ⽐ ⾕ 公 園 （ ⼊ 場 無 料 ）
ルワンダ大使館ブースの一部をお借りして

展 ⽰ 、 販売 等 を ⾏ います 。

公式HP↓

http://www.gfjapan.com/2007

横浜国際フェスティバル２００７

１０月２７日（土曜日）・２８日（日曜日）

時間：10:30〜 17:00
場所：パシフィコ横浜・展示B ホ ー ル （ ⼊ 場 無 料 ）
パネル展示・ルワンダ製品・ワンラブグッズ販売

公式HP↓

http://yokohama-festa.org

【おことわり】

＊発送作業の都合上、振込用紙が必ず同封させておりますが、

す べ て の ⽅ に 寄 付 ⾦ ・ 会 費を 催 促 す る も の で は ご ざ いませ ん 。

＊当団体はご提供いただいた個人情報について、皆様から

ご同意を頂いた場合や、正当な理由がある場合を除き、

第三者に公開、提供することはございません。

書き損じハガキ、テレホンカードは下記、茅ヶ崎事務所までお送りください。

ご寄付は下記の口座まで、みなさまのご支援お待ちしております。

※事務の簡素化と経費節約のため、領収書は省略させて頂いています。

必要な場合は、振込用紙の通信欄に「要領収書」とご記入ください。

〒253-0054 茅ヶ崎市東海岸南6-6-69 ℡：080-6564-4448 FAX:0467-86-2092

e-mail:info@onelove-project.info(日本事務所) onelove@rwanda1.com(ルワンダ事務所)

郵便振替口座：００２１０－５－６６４９７

ムリンディ/ジャパン・ワンラブ・プロジェクト

ワンラブ通信 ３５号 ２００７年９月

発行：ムリンディ/ジャパン・ワンラブ・プロジェクト

http://www.onelove-project.info

たくさん集まりました！


